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ごみ減量化に向けて

生ごみ、古着、家具、家電、
分別しなければ「死源」になり、分別すれば立派な「資源」になります。

資源化センターではごみの減量化を目指し、さまざまな取り組みを行っています。
分別は、ごみの減量化に向けて私たちができる身近な一歩です。

―「死源」を「資源」に―

ご
み
焼
却
し
て
ま
せ
ん

　

燃
え
る
ご
み
は
焼
却
せ
ず

に
ご
み
固
形
化
燃
料
（
Ｒ
Ｄ

Ｆ
）
を
作
っ
て
い
ま
す
。
Ｒ

Ｄ
Ｆ
と
は
、
燃
え
る
ご
み
を

細
か
く
破
砕
し
練
り
上
げ
、

ク
レ
ヨ
ン
状
に
形
成
し
た
も

の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
を
ボ
イ
ラ

燃
料
と
し
て
活
用
す
る
企
業

に
売
却
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
が
大
変
身

　

生
ご
み
か
ら
は
、 
堆 
肥
を

た
い

生
産
し
、
町
民
の
皆
様
に
無

料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
一
時
的
に
生
産
量
が

減
っ
た
た
め
、
配
布
で
き
な

い
期
間
も
あ
り
、
町
民
の
皆

様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
現
在
は
生
産
量

が
安
定
し
て
い
る
た
め
配
布

を
再
開
し
て
い
ま
す
。

(3) 広報いたくら　Ｈ24．４．１

○
堆
肥
が
で
き
る
ま
で

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

　テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン（室外機も含む）は、家電リサイクル法によって、リサイクル料金が発生する

ため、資源化センターへの搬入はできません。購入した販売店や最寄りの家電店にご相談ください。

　また、パソコン（本体、ディスプレイ）もリサイクル料金が発生するため持ち込みができません。処分に関してはパ

ソコンの製造メーカーや、パソコン３Ｒ推進センター（�０３－５２８２－７６８５）へお問い合わせください。

Ｑ５ 持ち込めない家電製品があるのはなぜ？

　町では、資源化センターへ粗大ごみの持ち込みが困難な人に対して有料でごみの回収を行っています。料金はご

みの量によって異なります。希望されるかたは、資源化センターへご相談ください。

※家具類は直接資源化センターへ搬入する時と同様に、壊したものでないと回収ができません。

Ｑ４ 資源化センターまで運べない人は？

　ソファーやベットなどの家具類は、木や革や鉄類に分類してか

らの持ち込みをお願いしています。これには２点理由があります。

１点目は上記のようにストックできる量が限られているため、少

しでも小さい状態で保管しておきたいということ、２点目は家具類

に含まれている鉄などリサイクル可能な資源の回収のためです。

※家具類を壊すことが困難な場合は、買い換え時に販売店に引き

取ってもらうか、廃棄物処理業者に処分を依頼してください。

Ｑ３ なぜ家具類は解体が必要なの？

Ｑ２ 粗大ごみの受け入れ日が決まっているのはなぜ？

　可燃性粗大ごみの受け入れ日には布団や木材、プラスチックの

受け入れを行っています。これらは町の処理施設では処理できな

いため、民間企業に委託して処理を行っています。そのため、町

民の皆様が持ってきた物は、一時的に資源化センターにストック

しておかなければなりません。ストックできる量にも限度がある

ため、受け入れ日を設けているという状況です。

受け入れ日のみ搬入できるもの常時搬入できるもの

木材、プラスチック製品、布団（綿入りの古着含む）新聞、古着、雑誌、鉄類、段ボール、家電製品（一部除く）

 鍋 ・
なべ

 釜 、自転車、スキー靴・板、
かま

 剪 定枝、乾電池、牛乳パッ
せん

ク、ペットボトル

※乾電池、牛乳パック、ペットボトルは各公民館へも搬入可能です。

倉庫の中で約１～３か月熟成さ
せ、堆肥が完成。

１回に約１. ５トンの生ごみが
７，０００㎏の堆肥に。

生ごみにおがくずを混ぜて機械

の中で発酵させる。

収集車が集めてきた生ごみを処

理場へ。

Ｑ１ 資源化センターへ搬入できる物の種類は？　（ごみステーションには出せないごみ）

平成24年度　粗大ごみ受け入れ日一覧

11日・23日10月10日・26日４月

６日・18日・29日11月８日・20日・31日５月

13日・25日12月12日・26日６月

８日・20日・31日１月３日・15日・26日７月

７日・19日２月９日・21日８月

５日・17日・28日３月４日・16日・27日９月
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子
宮 
頸 
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検

け
い

診
を
実
施
し
ま
す
。

　

３
月
の
検
診
申
込
書
に
て
申
し

込
ま
れ
た
か
た
に
、
受
診
票
を
送

付
し
ま
す
（
５
月
初
旬
予
定
）。

　

お
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
か

た
は
、
追
加
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

定
期
検
診
に
よ
り
、
が
ん
の
早

期
発
見
ば
か
り
で
な
く
、
前
が
ん

状
態
（
が
ん
に
な
る
前
の
変
化
）

を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
定
期
的
に
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

日
程　

５
月　

日　

〜　

日　

16

(水)

23

(水)

計
８
日
間

受
付
時
間　

午
後
０
時　

分
〜
１
時　

分

30

30

（
子
宮
頸
が
ん
医
師
診
察
開
始
は

午
後
１
時　

分
）

30

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

受
診
料　

８
０
０
円

申
込
期
限　

５
月　

日　
14

(月)

▼
子
宮
頸
が
ん
検
診

対
象　
　

歳
以
上
の
女
性

20

内
容　

問
診
、
頸
部
細
胞
診
、
内

診
（
婦
人
科
の
診
察
）

※
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
も
実

施
し
ま
す
。
希
望
の
か
た
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
乳
が
ん
検
診

対
象　
　

歳
以
上
の
女
性

40

内
容　

問
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

撮
影

※
乳
が
ん
検
診
に
お
け
る
医
師
の

視
触
診
察
は
、
実
施
し
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
甲
状
腺
の
診
察
は

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
経
過
観
察

や
要
指
導
と
な
っ
て
る
か
た
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
専
門
医
で
の
定

期
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
今
年
度
も
が
ん
検
診
推
進
事
業

（
無
料
検
診
）
を
実
施
し
ま
す

　

対
象
者
に
は
、
受
診
料
が
無
料

に
な
る
「
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

を
送
り
ま
す
。
検
診
に
持
参
す
る

と
、
自
己
負
担
金
が
免
除
さ
れ
無

料
で
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者　

４
月　

日
現
在
で
、
板

20

倉
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
か

つ
、
次
の
生
年
月
日
の
か
た

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

助
成
し
ま
す

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
（
任
意
接
種
）

に
つ
い
て
、
平
成　

年
度
も
継
続

24

し
て
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

対
象　

生
後
２
か
月
〜
５
歳
未
満

通
知
方
法　

町
の
保
健
師
に
よ
る

「
新
生
児
訪
問
」に
て
ほ
か
の
予
防

接
種
と
合
わ
せ
て
「
通
知
・
予
診

票
」
を
配
布
し
ま
す
。

※
転
入
な
ど
、
新
生
児
訪
問
に
該

当
し
な
い
か
た
は
、
ほ
か
の
予
防

接
種
状
況
と
合
わ
せ
て
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

対
象　

中
学
１
年
生
〜
高
校
１
年

生
相
当
年
齢
の
女
性
（
平
成
８
年

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
）

12

通
知
方
法　

平
成　

年
度
に
通
知

23

し
た
説
明
書
・
予
診
票
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
新
た
に
対
象
と
な
る

中
学
１
年
生
相
当
の
か
た
へ
は
、

郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。

※
通
知
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失

な
ど
の
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
任
意
接
種
と
は
、
定
期
の
予
防

接
種
の
よ
う
な
接
種
の
義
務
は
な

く
、
個
人
が
希
望
す
る
場
合
に
行

う
も
の
で
す
。
通
知
や
説
明
書
を

よ
く
読
み
、
効
果
や
副
反
応
な
ど

十
分
理
解
し
て
接
種
に
望
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

無料検診対象者一覧表

女
性
の
が
ん
検
診
実
施
し
ま
す

が
ん
検
診

該当生年月日対象年齢検診名
平成３年４月２日～平成４年４月１日20歳

子宮頸がん検診
昭和61年４月２日～昭和62年４月１日25歳
昭和56年４月２日～昭和57年４月１日30歳
昭和51年４月２日～昭和52年４月１日35歳
昭和46年４月２日～昭和47年４月１日40歳
昭和46年４月２日～昭和47年４月１日40歳

乳がん検診
昭和41年４月２日～昭和42年４月１日45歳
昭和36年４月２日～昭和37年４月１日50歳
昭和31年４月２日～昭和32年４月１日55歳
昭和26年４月２日～昭和27年４月１日60歳

広報いたくら　Ｈ24．４．１(5)

人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
を
支
給

　

人
間
ド
ッ
ク
及
び
脳
ド
ッ
ク
を

受
け
ら
れ
た
か
た
へ
助
成
金
を
支

給
し
ま
す
。

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

助
成
金
額

○
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク

　

１
５，
０
０
０
円

○
１
泊
人
間
ド
ッ
ク

　

２
０，
０
０
０
円

　

年
度
内
に
複
数
回
受
け
た
場

合
、
助
成
さ
れ
る
の
は
人
間
ド
ッ

ク
、
脳
ド
ッ
ク
そ
れ
ぞ
れ
１
回
分

の
み
で
す
。

　

ま
た
、
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
５
年
度
内
に
１
回
と
な
り
ま

す
の
で
、
昨
年
度
に
助
成
を
受
け

た
か
た
は
、
助
成
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
と
同
時
に

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ
を
実

施
し
た
場
合
は
、
脳
ド
ッ
ク
と
み

な
し
ま
す
。

必
要
書
類　

保
険
証
、
領
収
書
、

検
診
結
果
表
、
特
定
健
診
（
後
期

高
齢
者
健
診
）
受
診
券
（
５
月
ご

ろ
配
布
さ
れ
ま
す
）

注
意
事
項　

６
月
か
ら
行
わ
れ
る

特
定
健
診
及
び
後
期
高
齢
者
健
診

を
受
け
た
場
合
、
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
脳
ド
ッ
ク
を
単
体
で
受

け
た
場
合
、
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

�
内
線
３
２
６

◆
人
間
ド
ッ
ク
助
成
必
須
項
目

◆
脳
ド
ッ
ク
助
成
必
須
項
目

　

渡
良
瀬
遊
水
地
の
美
し
い
自
然

を
守
る
た
め
、
渡
良
瀬
遊
水
地
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
清
掃
活
動
に
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
軍
手
、
ご
み
袋
は
主
催
者
で

用
意
し
ま
す
。

日
時　

４
月　

日　
　

午
前
９
時

14

(土)

（
集
合
受
付
は
、
午
前
８
時　

分
）

30

※
小
雨
決
行
、
中
止
の
場
合
は
、

４
月　

日　

に
順
延
し
ま
す
。

15

(日)

集
合
場
所　

渡
良
瀬
町
民
運
動
場

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

渡
良
瀬
遊
水
地
を
き
れ
い
に

　

町
で
は
中
学
３
年
生
ま
で
の
子

ど
も
に
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
小
学
校
に
上
が
る
際
に
更
新

が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
に
小
学
１
年
生
に
な
ら
れ

た
か
た
は
、
３
月
中
に
通
知
と
申

請
用
紙
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
か
た
は
、

早
め
の
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
に
中
学
を
卒
業
さ

れ
た
か
た
は
、
３
月　

日
で
資
格

31

が
終
了
し
て
い
ま
す
。
期
限
の
切

れ
た
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

は
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
る
な

ど
、
ご
自
身
で
適
切
な
処
分
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

�
内
線
３
２
６

診
察

脂
質

肝
機
能

代
謝
系

血
液
一
般

尿
・
腎
機
能

心
機
能

眼
底
検
査

質
問
（
問
診
）

計
測

理
学
的
所
見
（
身
体
観
察
）

血
圧

中
性
脂
肪

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ

空
腹
時
血
糖

尿
糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値

血
色
素
測
定

赤
血
球
数

尿
蛋
白

　

誘
導
心
電
図

12

身
長

体
重

肥
満
度

腹
囲

問
診

診
察

頭
部
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
（
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
及
び

頭
部
磁
気
共
鳴
血
管
撮
影
検
査
（
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ
）

人
間
ド
ッ
ク
助
成

受
給
資
格
者
証
の
更
新

福
祉
医
療
費

ク
リ
ー
ン
作
戦

ブルーベリー苗木無償配布

　緑豊かなまちづくりのため、苗木を無償配布しま

す。また、当日は「緑の募金」にもご協力ください。

日時　４月29日(祝)　午前10時より配布

場所　健康の郷「季楽里」

配布数　２００本

問合せ　資源化センター　�８２－５３７１
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タウンニュース

長
年
の
悲
願　

弓
道
場
を
新
設

　

３
月
４
日　

、
板
倉
町
弓
道
場

(日)

の 
竣 
工
式
及
び
開
場
式
が
行
わ

し
ゅ
ん

れ
、
町
や
板
倉
町
求
道
会
関
係
者

な
ど
、
約　

名
の
か
た
が
た
が
参

80

列
し
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
続
き
開
場
式
で
は
、 

 
増  
田  
正  
巳 
会
長
（
岩
田
）
を
は
じ

ま
す 
だ 
ま
さ 
み

め
、
板
倉
町
求
道
会
員
に
よ
り
古

く
か
ら
伝
わ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

板
倉
町
弓
道
場
新
設
は
、
会
員

長
年
の
悲
願
で
、
板
倉
中
学
校
体

育
館
の
南
側
に
完
成
し
、
板
倉
町

求
道
会
で
は
、
多
く
の
人
に
弓
道

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
弓
道
教

室
を
年
２
回
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
も
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
町
内
外
を
問
わ
ず
弓
道

に
関
心
の
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

海
洋
セ
ン
タ
ー

�
　

－
０
８
５
８

82

　

４
月
２
日　

よ
り
、
町
内
の
土

(月)

地
家
屋
の
価
格
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
土
地
家
屋
の
比
較
・

確
認
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

縦
覧
対
象
者

　

町
内
に
土
地
建
物
を
所
有
し
て

い
る
固
定
資
産
納
税
義
務
者
の
か

た
及
び
そ
の
代
理
人
の
か
た

縦
覧
内
容

①
土
地
（
所
在
・
地
番
・
地
目
・

地
積
・
価
格
）

②
家
屋
（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種

類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

縦
覧
期
間

４
月
２
日　

〜
５
月　

日　

(月)

31

(木)

※
土
日
、
祝
日
は
除
く

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

閲
覧
場
所　

役
場
戸
籍
税
務
課
課

税
係

持
参
す
る
も
の　

印
鑑

※
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

課
税
係

�
内
線
２
１
４
・
２
１
６

ご
確
認
く
だ
さ
い

土
地
・
家
屋

　

今
回
の
保
険
料
率
改
定
に
よ
り
、

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
保
険
料

は
、
約
９
・　

％
増
加
し
ま
す
。

38

保
険
料
が
増
加
し
て
し
ま
う
理
由

は
、
医
療
の
高
度
化
や
被
保
険
者

増
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
し
て
い

る
た
め
で
す
。

　

保
険
料
率
は
当
初　

・　

％
の

15

19

引
き
上
げ
が
必
要
と
の
試
算
結
果

で
し
た
が
、
余
剰
金
約　

億
円
を

10

繰
り
入
れ
、
国
と
県
、
広
域
連
合

で
設
け
て
い
る
財
政
安
定
化
基
金

を
約　

億
円
取
り
崩
す
こ
と
で
保

12

険
料
率
の
増
加
を
抑
制
し
ま
し
た
。

問
合
せ

保
険
料
改
定
に
関
す
る
こ
と

○
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

�
０
２
７－

２
５
６－

７
１
１
６

保
険
証
に
関
す
る
こ
と

○
保
険
医
療
係

�
内
線
３
２
６

保
険
料
の
賦
課
に
関
す
る
こ
と

○
課
税
係

�
内
線
２
１
４

平
成　

・　

年
度
の
保
険
料
率
が
決
定

24

25

平成24、25年度区分

８．４８％所得割率

４２，７００円均等割率

５５万限度額

保険料率

※平成22、23年度
　所得割率　　　７．３６％
　均等割率　３９，６００円
　限度額　 　　　　 ５０万

後
期
高
齢
者
保
険
料

体
育
施
設

広報いたくら　Ｈ24．４．１(7)

　

３
月
６
日　

、
板
倉
町
議
会
に

(火)

お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
板
倉

町
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
、 
松  
島  
嘉  
市 
さ
ん
（
大
高
嶋
）

ま
つ 
し
ま 
か 
い
ち

が
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
長

年
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た 
山  
田  
達 

や
ま 
だ 
た
つ

 
雄 
さ
ん
（
籾
谷
）
が
退
任
さ
れ
ま

おし
た
。
３
期　

年
の
長
き
に
わ
た

12

る
選
挙
の
適
正
な
管
理
執
行
と
明

る
く
正
し
い
選
挙
運
動
の
推
進
の

功
績
に
対
し
、
町
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
１

選
挙
の
適
正
な
管
理
執
行
に
尽
力

　

３
月　

日　

、
役
場
で
板
倉
町

22

(木)

交
通
対
策
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

３
月　

日
付
け
で
館
林
警
察
署
に

15

着
任
さ
れ
た 
笠  
原  
淳 
署
長
、 
有 

か
さ 
は
ら 
き
よ
し 

あ
り

 
間  
功 
交
通
課
長
が
出
席
し
、
交

ま 

い
さ
お

通
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て
の
報

告
や
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

推
進
計
画
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

着
任
に
あ
た
り
、
笠
原
署
長
は

「
地
域
住
民
の
皆
様
の
意
見
要
望

を
踏
ま
え
た
警
察
活
動
を
展
開

し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
努

力
し
て
参
り
ま
す
」
ま
た
、
有
間

交
通
課
長
は
「
交
通
関
係
団
体
、

地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
悲
惨
な
交
通
事

故
が
１
件
で
も
減
少
す
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

館
林
警
察
署

�
　

－

０
１
１
０

75

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に

松島嘉市さん
大高嶋・16区

板倉町選挙管理委員会構成

※敬称略

任期氏名職

平成24年　　
　　３月19日

～

平成28年　　
　　３月18日

 菅  井 　
すが い

 弘 
ひろし

委員長

 齋  藤 
さい とう

 壽  男 
ひさ お委員長

職務代理者

 飯  田 
いい だ

 勝  美 
かつ み

委員

 松  島 
まつ しま

 嘉  市 
か いち

委員

　

昨
年　

月
に
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

12

ン
産
業
用
地
内
へ
進
出
を
決
定
し
、

現
在
、
工
場
を
建
設
中
の
イ
ー
ト

ア
ン
ド
㈱
で
は
、
８
月
ご
ろ
の
操

業
に
併
せ
て
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
の
人
材
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

　

募
集
に
関
す
る
事
前
の
雇
用
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
就
職

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月　

日　
22

(日)

○
第
１
回
目　

午
前　

時
10

○
第
２
回
目　

午
後
１
時

○
第
３
回
目　

午
後
３
時

※
い
ず
れ
か
ご
都
合
の
良
い
時
間

帯
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販
売

セ
ン
タ
ー　

２
階　

会
議
室

雇
用
企
業　

イ
ー
ト
ア
ン
ド
㈱

（
本
社
・
大
阪
府
大
阪
市
）「
大
阪

王
将
」
な
ど
の
外
食
事
業
の
店
舗

を
全
国
展
開
し
て
い
る
企
業
で

す
。
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
産
業
用

地
に
新
設
す
る
関
東
工
場（
仮
称
）

で
は
、
冷
凍
食
品
や
外
食
用
の
餃

子
を
中
心
に
生
産
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

そ
の
他　

説
明
会
当
日
は
筆
記
用

具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

産
業
政
策
係

�
　

－

４
０
４
０

70 産
業
用
地
進
出
企
業

雇
用
説
明
会
を
開
催

館林警察署
笠原 淳署長

館林警察署
有間 功交通課長

選
挙
管
理
委
員

館
林
警
察
署

障害者音訳サービス
利用のお知らせ

　町内在住の視覚障害をお持ちのかたへ、広報紙な

どを音訳したテープの貸し出しを行っています。

　お知り合いなどで、当サービスの利用をご希望さ

れるかたがいましたら、ご連絡ください。

問合せ　板倉町社会福祉協議会　�８２－３９００

４月６日（金）　　
　　　　～15日（日）

春の全国交通安全運春の全国交通安全運動動
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今月も町の話題が盛りだくさん！

    一斉に卒業式　  

　　仲間と過ごした３年間

◆北小学校

◆西小学校

◆東小学校

　３月23日(金)、町内の各小学校で一斉に卒

業式が行われました。

　東小学校では、 山  本  金  光 校長が「一歩一歩
やま もと かね みつ

着実に。中学生になっても目標や希望は高

く持ってください」と46名の卒業生にエール

を送りました。

　西小学校では、59名の卒業生一人ひとりが

６年間のさまざまな思い出を言葉でつなぎ、

在校生に『別れのことば』を伝えました。

　北小学校では、卒業生と在校生が向かい合

う対面方式での卒業証書の授与が行われ、卒

業生の20名は一人ずつ壇上に上がると、在校

生が見つめる中、今後の夢や抱負を大きな声

で発表しました。

　南小学校では、 阿  部  主 校長が21名の卒業
あ べ まもる

生を前に、一人ひとりの名前を呼びかけ「全

てに感謝する心を忘れず、これからも誠実で

いてください」と温かい言葉で語りかけ、門

出を祝いました。

　卒業生は、会場の大きな拍手に見送られな

がら通い慣れた学びやを後にしました。

　３月13日(火)、板倉中学校で第42回卒業式

が行われ、１６３名の生徒が学びやから巣立ち

ました。卒業生代表で答辞を述べた 荒  井  麻  那 
あら い ま な

さん（籾谷）は「最高の仲間たちと過ごした３

年間の思い出は大切な宝物です」と話し、式

終盤には、卒業生による合唱が行われ、息の

あった力強い歌声を披露してくれました。 最

後のホームルームを終えると、校庭でそれぞ

れの別れをいつまでも惜しんでいました。

◆南小学校

広報いたくら　Ｈ24．４．１(9)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　�８２－１１１１(内線１５１)　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　　歴史について学ぶ
　３月３日(土)、東部公民館で板倉学講座が

開催されました。東京都立大学の 峰  岸  純  夫 
みね ぎし すみ お

名誉教授を招き「佐貫荘から館林領へ」と題

して行われた講座では、戦国期における周辺

の様相の中で果たしてきた板倉城・飯野城・

海老瀬城などの役割について、集まった約

１３０名の参加者が学びました。

　　唄と踊りを披露

　　楽しく３Ｂ体操

　　�鳥天満宮例大祭

　３月８日(木)、東部公民館で３Ｂ体操教室

が行われました。３Ｂ体操は仲間どうしで楽

しみながら体験でき、心身をリフレッシュさ

せる健康体操で、今回は手具のベルを使い握

力強化、指の体操、肩の体操などを行いまし

た。参加者からは「楽しく運動できるので、次

回も参加したい」との声が聞かれました。

　３月18日(日)、中央公民館で第40回民謡民

舞おさらい会が開催され、民謡民舞愛好者が

長年歴史の中で唄い踊り継がれてきた唄や

踊りを披露しました。板倉町民謡会の 金  � 
かな さき

 千  代  子 会長（岩田）は「この催しも今回が最
ち よ こ

後となります。長年続いてきたので、思いを

込めて踊りたい」と話してくれました。

　２月26日(日)、�鳥天満宮で例大祭が盛大

に開催されました。 神楽 殿で 太  々  神楽が奉
かぐら だい だい

納され、神主、総代などによるお練りも行わ

れました。また、３つの書道教室の子どもた

ちによる席書披露が行われ、参加した 小  林 
こ ばやし

 和  佳  奈 さん（大字板倉）は「緊張したけれど、
わ か な

上手に書けました」と話していました。
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桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜のののののののののの名名名名名名名名名名所所所所所所所所所所をををををををををを復復復復復復復復復復活活活活活活活活活活ささささささささささせせせせせせせせせせたたたたたたたたたた桜の名所を復活させたいいいいいいいいいいい

離離離離離離離離離離山山山山山山山山山山をををををををををを愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛すすすすすすすすすするるるるるるるるるる男男男男男男男男男男たたたたたたたたたたちちちちちちちちちちのののののののののの挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑離山を愛する男たちの挑戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦

荒
れ
た
地
に 
呆 
然
ぼ
う

「 
離 

は
な
れ 

山 
を
何
と
か
し
よ
う
！
」

や
ま

こ
の
言
葉
か
ら
、
小
池
敏
夫
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

離
山
は
、
か
つ
て
桜
の
名
所
と

し
て
町
内
外
か
ら
親
し
ま
れ
た
場

所
。
山
の
南
縁
に
は
、
町
指
定
史

跡
の
「
離
山
貝
塚
」、
中
央
に
は
戦

没
者
と
軍
馬
の
霊
を
祭
っ
た
忠
霊

塔
が
建
立
さ
れ
、
一 
峯 
神
社
、
海

み
ね

老
瀬
川
、 
権  
現 
沼
と
を
併
せ
た
貴

ご
ん 
げ
ん

重
な
景
観
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、　

年
以
上
も
の
間
放

25

置
さ
れ
た
離
山
は
人
が
入
れ
な
い

ほ
ど
樹
木
や
竹
、
雑
草
が
う
っ
そ

う
と
生
い
茂
り
、
訪
れ
る
人
も
い

な
い
荒
れ
果
て
た
状
態
で
し
た
。

復
活
へ
向
け
て

　

平
成　

年　

月
、
小
池
さ
ん
が

20

12

小池 敏夫さん

　

こ
い
け
・
と
し
お　

大
字
海
老
瀬
在
住
／
板

倉
町
東
部
地
域
活
性
化
協
議
会
（
平
成　

年
発

17

足
）
会
長
。
離
山
と
農
村
公
園
を
併
せ
た
「
は

な
れ
山
貝
塚
公
園
（
仮
称
）」
を
日
々
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
で
、
収
入
も
ア
ル
バ
イ
ト

程
度
で
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　　

日
本
に
住
む　

歳
以
上　

歳
未

20

60

満
の
か
た
は
、
全
員
が
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
学
生
も
、　

歳
に
な
れ
ば
国

20

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。　

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

20

ら
、
す
み
や
か
に
役
場
戸
籍
税
務

課
戸
籍
年
金
係
で
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
か
た
は
、
第
２
号
被
保
険
者

学
生
で
も
国
民
年
金

に
加
入
す
る
の
？

学
生
も　

歳
以
上
は

20

国
民
年
金
に
加
入

整備後 整備前

(11) 広報いたくら　Ｈ24．４．１ �楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

■レポーター

広報編集委員

関 根  茂

会
長
を
務
め
る
東
部
地
域
活
性
化

推
進
協
議
会（
会
員　

名
）は
、
荒

19

廃
し
た
離
山
を
視
察
。「
昔
の
よ

う
に
お
花
見
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
が
で
き
る
公
園
に 
甦 
ら
せ
た

よ
み
が
え

い
」
と
い
う
熱
い
思
い
を
胸
に
、

平
成　

年
度
か
ら
本
格
的
な
公
園

21

整
備
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

東
部
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会

の
活
動
は
毎
月
第
２
日
曜
と
月
曜

の
２
回
。
こ
れ
ま
で　

回
の
活
動

62

で
は
、
低
木
や
竹
の
伐
採
、
除
草

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。「
最

初
は
と
に
か
く
ひ
ど
い
状
態
で
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
だ
け
で
ト

ラ
ッ
ク
数
台
分
を
運
び
出
し
た
」

と
小
池
さ
ん
。
共
に
活
動
す
る
メ

ン
バ
ー
は
「
木
の
伐
採
を
し
た
と

き
も
、
う
る
し
に
か
ぶ
れ
た
り
、

 
蜂 
に
刺
さ
れ
た
り
大
変
だ
っ
た
」

は
ちと

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
　

年
計
画
の
公
園
整
備
を
目
指

10
し
、
現
在
は
桜
を
は
じ
め
、
季
節

ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
花
木
を
楽
し

め
る
よ
う
に
と
、
主
に
植
樹
や
植

花
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
活
動
に
賛
同
し
、
協
力
し
て
く

れ
る
会
員
皆
さ
ん
の
力
が
あ
っ
て

こ
そ
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き

た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
仲
間
へ
の
感
謝
は
尽
き
ま
せ
ん
。

夢
は
広
が
る

　

今
後
は
、
訪
れ
る
人
た
ち
の
駐

車
場
や
橋
を
作
り
、
ボ
ー
ト
も
乗

れ
る
公
園
に
し
た
い
と
か
。
そ
の

た
め
に
も
若
い
人
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
て

い
く
の
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

　
「
都
合
の
つ
く
人
が
出
れ
ば
良

い
。
具
合
の
悪
い
人
や
来
な
い
人

に
対
し
て
、
何
で
来
な
い
ん
だ
と

は
、
絶
対
言
わ
な
い
。
暇
な
と
き

に
で
き
る
範
囲
で
、
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
も
ら
う
。
無
理
を
さ
せ

な
い
こ
と
が
活
動
を
進
め
る
上
で

大
切
な
こ
と
」
と
話
す
小
池
さ
ん

の
言
葉
に
、
活
動
が
長
く
続
い
て

い
る
秘 
訣 
が
あ
る
よ
う
で
す
。
地

け
つ

道
で
、
息
の
長
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

と
し
て
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て

い
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
収
入
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
に
つ
い
て

は
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
『
学
生
納
付
特

例
制
度
』、
学
生
以
外
の
か
た
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
『
免
除
制

度
』
や
『
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
』

で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を
申

請
さ
れ
る
か
た
は
、
役
場
戸
籍
税

務
課
戸
籍
年
金
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

○
太
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

�
　

－

３
７
１
２

49
○
戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
２

植
物
生
長
調
節
物
質
の
生
理
作
用
を
探
る

東
洋
大
学　

生
命
科
学
部

　
　
　
　
　

応
用
生
物
科
学
科

■主な研究テーマ
・植物の生長調節物質に関する生理、生化学
・リン酸欠乏に応答した葉の老化制御機構の解明

 
梅  
原  

う
め 
は
ら 

三  
貴  
久  
准
教
授

み 

き 

ひ
さ

収量に影響する貴重な発見
　梅原准教授は、昨年４月から東洋大学で植物
のかたちをコントロールする植物ホルモンの生
理作用について研究されています。具体的に
は、稲の枝分かれの制御に関する研究内容で、
この枝分かれが、実は植物の発生という点で重
要であり、農業からすると花や種、果実の数な
ど、収量に影響する重要なポイントだといいます。
　以前勤務されていた横浜市の理化学研究所時
代、平成20年に梅原准教授は、稲の突然変異体
（枝分かれして異常に枝の数が増えてしまう）を
使って、枝分かれするのをコントロールしてい
る物質が何であるのかを発見しました。その物
質は『ストリゴラクトン』と呼ばれるもので、
植物全体に含まれており、突然変異体にはその
物質が含まれてなかったことから、貴重な発見
に至りました。

地域農業の活性化に貢献
「人生は一度しかない」と教育に興味を持ち、
今までの一研究者という立場から、大学で教壇
に立つことになった梅原准教授。現在も学生に
実験方法を教えながら、自分もいっしょになっ
て実験を行い、研究に励んでいます。
「今までは基礎研究でした。これからは、結果
の検証を更に進め、応用転換して、研究者とし
ても社会貢献したい」と梅原准教授は話します。
　将来、農作業の効率化や省力化につながる新
しい植物生長調節物質を見つけ、それを育種・
園芸へ応用し、地域農業の活性化につなげてい
きたいと考えています。
■レポーター　広報編集委員　新井かほる



( 12)

◆
申
込
先
・
受
付

４
月
１
日　

〜
※
各
公
民
館
及
び

(日)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　

東
部
公
民
館

◆
陶
芸
教
室

期
間　

４
月
〜
３
月
（
全　

回
）

12

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日　

　
　
　

午
前
９
時　

分
30

初
回　

４
月　

日　
21

(土)

内
容　

陶
芸
に
興
味
の
あ
る
か
た

講
師　

ふ
れ
あ
い
陶
芸
ク
ラ
ブ
員

対
象　

一
般
成
人　

名
15

材
料
費　

粘
土
代
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
ぼ
ろ
布

◆
園
芸
教
室

期
間　

４
月
〜　

月
（
全
４
回
）

12

日
時　

４
月　

日　
24

(火)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

季
節
の
寄
せ
植
え
な
ど

講
師　
 
坂  
村  
智  
紀 
さ
ん

さ
か 
む
ら 
と
も 
の
り

対
象　

一
般
成
人　

名
15

材
料
費　

１
回　

２，
０
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
ゴ
ム
手
袋

中央公民館　�82- 2435 �82- 2436

東部公民館　�82- 1241 �80- 4047

南部公民館　�82- 1424 �82- 1943

北部公民館　�77- 1855 �77- 1854

海洋センター　�82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館　�82- 1935 �82- 0664

◆板倉中学校卒業式

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Li f e s t udy

The s t ep Boar d of  Educat i on

各施設お問合せ先各
公
民
館

　

受
講
生
募
集

　町の小中学校では、子どもたちの健やかな成長を図り、

「生きる力」をはぐくむために、さまざまな教育活動を行っ

ています。また、子どもや地域の実情に応じて特色ある開

かれた学校づくりを進めることを目的に、学校、家庭、地

域が連携・協力して、地域全体で子どもを育てていく取組

が進められています。このような観点から町の小中学校で

は、地域の声を学校運営に生かしていきたく、学校評議員

を各小中学校で１名公募します。

学校評議員の役割

①校長の求めに応じて、教育活動の計画及び実施、学校と地

域社会の連携の進め方など、校長の行う学校運営に関して、

意見を述べ、助言を行う。

②必要に応じて学校評議員が一堂に会し、意見交換を行う。

募集範囲

○各小学校…学校区域内住民

○中学校…町内住民

募集人員　各学校１名

任期　１年（４月１日～平成25年３月末日までの１年間）

募集期間　４月９日(月)～27日(金)

応募方法　左記の各学校に電話でご連絡ください。

○東小学校　　�８２－１１４１

○西小学校　　�８２－１１４０

○南小学校　　�８２－１１４３

○北小学校　　�７７－０８６９

○板倉中学校　�８２－１１４８

問合せ　学校教育係　�内線６１２

学校評議員募集
～特色ある学校づくりを地域で進めるために～

　現在、「板倉町求道会」は、43名の会員で活動していま

す。これまで、野天の道場であったため悪天候やそのほ

かの要因により修練することもままならないことも多

く、弓道教室を開催する際も他市町の弓道場を借用して

いました。

 　このたび、「板倉町弓道場」の完成を契機に、中学生、

高校生、大学生、一般のかたがたなど、老若男女関係な

く、たくさんのかたに弓道の持つすばらしさや身近なス

ポーツであることを理解していただけるよう、会員募集

を行っています。若いかたか

ら高齢のかたまでできるスポー

ツです。まずは、気軽に練習

を見に来てください。

練習日　月曜日～日曜日

時間　午後７時～９時

問合せ　海洋センター

�８２－０８５８

板倉町求道会会員を募集

広報いたくら　Ｈ24．４．１(13)

◆
悠
々
講
座

　

参
加
者
の
登
録
を
受
け
付
け
ま

す
。
開
催
日
及
び
内
容
な
ど
は
、

決
定
次
第
後
日
連
絡
し
ま
す
。

期
間　

５
月
〜
２
月
（
全
７
回
）

内
容　

参
加
者
と
協
議
し
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
学
習
す
る
講
座

対
象　

一
般
成
人
女
性　

名
30

　

南
部
公
民
館

◆
こ
ど
も
の
広
場

期
間　

５
月
〜
２
月
（
全　

回
）

10

日
時　

５
月
９
日　
(水)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

リ
ズ
ム
遊
び
や
工
作
な
ど

講
師　
 
大  
野  
美  
由  
紀 
さ
ん
・ 
岸  
本 

お
お 
の 

み 

ゆ 

き 

き
し 
も
と

 
志  
子 
さ
ん

ゆ
き 
こ

対
象　

１
〜
３
歳
の
親
子　

組
20

　

各
公
民
館
共
通

◆ 
活 
き

い

 
生 
き
学
級

い

期
間　

５
月
〜
２
月
（
全　

回
）

10

内
容　

健
康
や
趣
味
の
講
座
・
世

代
間
交
流

対
象　

町
内
在
住　

歳
以
上
の
か

60

た　

名
40

申
込
先　

在
住
地
区
の
公
民
館

　

各
公
民
館

◆
板
倉
絵
手
紙
の
会
作
品
展
「
春

を
描
く
」

期
間　

４
月
１
日　

〜　

日　
　

(日)

28

(土)

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で

◆
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時　

４
月　

日　
21

(土)

　
　
　

午
前　

時
10

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

東
部
公
民
館
講
堂

　

わ
た
ら
せ
自
然
館

◆ 
小  
林  
孝  
至 
絵
画
展

こ 
ば
や
し 
た
か 
ゆ
き

期
間　

４
月
６
日

　

〜　

日　

(金)

22

(日)

時
間　

午
前
９
時

〜
午
後
４
時　

分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

入
場
料　

無
料

◆
第　

回
渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ォ
ト

12

コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
集
展

期
間　

４
月　

日　

〜
５
月　

日　

28

(土)

13

(日)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

入
場
料　

無
料

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

文化財資料館 ～リニューアルオープン～

　板倉町の文化の振興に寄与し、その功績が顕

著である個人または団体の推薦を広く募集し、

顕彰します。他薦・自薦は問いません。選考委

員会で審査後、結果をお知らせします。

対象者　板倉町在住または出身者

該当期間　平成23年10月１日(土)～平成24年３

月31日(土)

推薦基準　次のいずれかの成績をおさめたかた

○小中学生の部

　①県コンクールなどで３位以内に入賞したかた

　②県コンクールに準じるコンクールにおいて

　　最高の賞を受賞したかた

　③県を代表して関東または全国コンクールな

　　どに出場したかた

○高校・一般の部

　①県コンクールなどにおいて３位以内に入賞

　　したかた

　②県コンクールに準ずるコンクールなどにお

　　いて最高の賞を受賞したかた

　③県を代表して関東または全国コンクールな

　　どに出場したかた

　④国際コンクールなどに出場したかた

　⑤国民文化祭に出場したかた及び上記成績に

　　準じる者で選考委員会が認めたかた

申込方法　生涯学習係備

え付けの所定様式に必要

事項を記載し、参加した

大会要項や成績のわかる

賞状のコピーなどを添付

して提出してください。

※申請書は、板倉町公式

ホームページよりダウン

ロードできます。

 ht t p: / / www. t own. i t akur a. gunma. j p

申込期限　４月９日(月)

申込先・問合せ

生涯学習係

�内線６２２

板倉町文化功績者を募集

　移転に伴い閉館していましたが、このたびオープンします。板倉の

歴史や水場の文化に触れて見てください。板倉を再発見できるよう

な展示や機織り体験のできる部屋があります。

　なお、オープンと同時に重要文化的景観選定記念企画展を開催しま

す。どうぞお誘い合わせの上、ご来場ください。

開館日時　４月17日(火)　午前９時

場所　海老瀬５９５５（旧東保育園）

�９１－４０１８

開館時間　午前９時～午後５時

休館日　土曜日、日曜日及び祝日

施設内容

○体験室　機織り・糸紡ぎ体験（要予約）

○展示室

①「板倉のむかしむかし」　縄文時代～近代までの出土遺物など

②「水場の部屋」　水文化の分布・土地利用の変遷・漁法・知恵など

記念企画展開催期間　４月17日(火)～９月28日(金)

問合せ　生涯学習係　�内線６２３
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現
在
、
入
院
医
療
費
に
の
み
適

用
さ
れ
て
い
る
「
限
度
額
適
用
認

定
」
が
、
平
成　

年
４
月
１
日
か

24

ら
通
院
医
療
費
も
対
象
に
な
り
ま

し
た
。
次
の
条
件
に
該
当
す
る
場

合
は
、
医
療
機
関
受
診
の
前
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

て
、
１
年
間
有
効
の
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
か
た

○　

歳
未
満
の
か
た

70
○　

歳
以
上
で
非
課
税
世
帯
の
か
た

70
○
一
つ
の
医
療
機
関
で
、
通
院
で

の
医
療
費
が
高
額
に
な
る
か
た

（
高
額
と
さ
れ
る
金
額
は
、
所
得
状

況
や
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

申
込
み
・
問
合
せ

保
険
医
療
係

�
内
線
３
２
６

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
限

は
、
計
量
法
に
基
づ
き
８
年
間
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

期
限
を
迎
え
る
該
当
の
世
帯
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
交
換
の
お
知

ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す
。
お
留
守

の
場
合
で
も
交
換
が
可
能
な
場
合

は
、
委
託
業
者
が
交
換
を
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
交
換
の
費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
交
換
作
業
の
立
ち
会

い
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

交
換
期
間　

４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬

交
換
業
者　

板
倉
町
指
定
工
事
店

組
合
加
盟
業
者

問
合
せ　

上
下
水
道
係

�
内
線
２
４
４

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
ご
家
族
だ
け
で
の
相
談
も
可
）

※
相
談
は
精
神
科
医
師
と
の
個
別

相
談
。
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

日
時　

４
月　

日　
25

(水)

午
後
３
時　

分
30

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

担
当　
 
後  
藤 
ご 
と
う 

幸  
彦 　

医
師
（
つ
つ

ゆ
き 
ひ
こ

じ
メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）

申
込
先
・
問
合
せ　

○
福
祉
係　

�
内
線
３
１
２

○
保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

大
勢
で
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
、

懐
か
し
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
健

康
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

日
時　

４
月　

日　
18

(水)

午
後
１
時
〜
２
時　

分
30

場
所　

南
部
公
民
館　

講
堂

内
容　

懐
か
し
の
歌
を
合
唱
と
リ

ズ
ム
体
操

講
師　
 
猪  
之  
良 

い 

の 

ら 
高  
明 　

音
楽
療
法

た
か 
あ
き

士（
ド
レ
ミ
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
所
長
）

募
集
人
数　
　

名
（
参
加
無
料
）

40

申
込
期
限　

４
月　

日　
13

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

　

病
気
や
障
害（
認
知
症
、知
的
障

害
、精
神
障
害
な
ど
）に
よ
っ
て
判

断
能
力
が
十
分
で
な
い
場
合
、
預

貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
、
日
常
生

活
に
お
け
る
利
用
契
約
な
ど
が
よ

く
判
断
で
き
ず
に
不
利
益
を
受
け

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十

分
な
か
た
を
保
護
し
、
支
援
す
る

の
が「
成
年
後
見
制
度
」で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
成
年
後
見
制
度

の
利
用
を
支
援
す
る
た
め
、
申
立

費
用
、
法
定
後
見
人
の
報
酬
費
用

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
助
成
を

受
け
る
に
は
、
所
得
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
福
祉
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
係　

�
内
線
３
１
２

　

精
神
疾
患
や
認
知
症
に
つ
い
て

は
も
ち
ろ
ん
、「
対
人
関
係
が
う

ま
く
い
か
な
い
」「
他
人
や
家
族
に

ひ
ど
く
暴
力
的
に
対
応
し
て
し
ま

う
」「
何
も
や
る
気
に
な
ら
ず
、
外

出
も
ま
ま
な
ら
な
い
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
心
の
不
安
や
心
配
ご
と

お
知
ら
せ

　

日
本
赤
十
字
社
板
倉
町
分
区

で
は
、
平
成　

年
３
月　

日
に

23

11

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
義

援
金
の
募
集
を
９
月　

日　

ま

30

(日)

で
延
長
し
ま
す
。
な
お
、
３
月

６
日
現
在
、
義
援
金
箱
に
６
１

５，
６
０
３
円
、
窓
口
で　

件
91

４，
１
９
６，
７
６
４
円
の
義
援

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
暖
か
い

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
多
く
の
皆

様
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

義
援
金
箱
設
置
場
所　

役
場
第

２
庁
舎
、
中
央
公
民
館
、
北
部
公

民
館
、
東
部
公
民
館
、
南
部
公
民

館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

領
収
書
が
必
要
な
か
た

役
場
第
２
庁
舎
（
福
祉
課
）
へ
義

援
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

土
日
、
祝
日
は
除
く

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

30

15

（
水
曜
日
は
午
後
７
時　

分
）

15

窓
口
受
付
期
限　

９
月　

日　
28

(金)

問
合
せ　

日
本
赤
十
字
社
板
倉

町
分
区
窓
口
（
福
祉
係
）

�
内
線
３
１
２

健
康
の
鉄
人
教
室
１

音
楽
療
法
教
室
開
催

通
院
に
も
適
用
さ
れ
ま
す

限
度
額
適
用
認
定

悩
ま
な
い
で
！

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
開
催

ご
存
じ
で
す
か

成
年
後
見
制
度

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換

東
日
本
大
震
災
義
援
金

募
集
期
間
延
長
し
ま
す
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幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
園
す
る

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
か
た

が
集
ま
っ
て
、
情
報
交
換
や
お
出

か
け
、
工
作
な
ど
を
し
て
楽
し
く

遊
ん
で
い
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

10

30

11

50

場
所　

板
倉
町
児
童
館

年
会
費　

一
家
族
５
０
０
円

保
険
料　

一
人
１
０
０
円

申
込
方
法　

開
催
日
に
随
時
受
付

場
所　

東
部
公
民
館

講
師　

国
際
交
流
協
会
会
員
及
び

英
語
を
母
国
語
と
す
る
外
国
人

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

20

参
加
費　

５，
０
０
０
円
（
教
材

費
込
）
協
会
会
員
は
４，
０
０
０
円

申
込
締
切　

５
月
１
日　

（
定
員

(火)

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
先
・
問
合
せ　

板
倉
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
調
整
係
内
）

�
内
線
１
４
２

�

kokusai@town.itakura.

gunma.jp

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
４
月
よ
り
群
馬

県
・
栃
木
県
で
県
域
放
送
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
そ

※
今
年
度
は
、
４
月　

日　

よ
り

10

(火)

開
催
日
が
火
曜
日
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
２

　

海
外
旅
行
を
想
定
し
た
基
本
的

な
英
語
力
を
つ
け
る
た
め
の
英
会

話
教
室
で
す
。
初
歩
か
ら
学
び
た

い
か
た
を
主
な
対
象
と
し
、
楽
し

く
学
び
な
が
ら
実
際
に
役
立
つ
英

語
表
現
が
身
に
つ
く
場
を
提
供
し

ま
す
。
少
し
英
語
に
自
信
の
あ
る

か
た
は　

月
開
講
予
定
の
第
Ⅱ
期

10

英
会
話
教
室
を
お
勧
め
し
ま
す
。

日
程　

５
月　

日　

〜
７
月　

日

13

(日)

15

　
　

毎
週
日
曜
日　

全　

回

(日)

10

時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

30

　春の揚舟谷田川めぐりを実施しま
す。ゆったりとした時間の中で、心
休まる舟の旅をお楽しみください。

運航期間　５月１日（火）～６月30日（土）
※５月１日（火）～６日（日）は毎日運航
運航日　土曜、日曜、祝日
運航場所　群馬の水郷公園
出航時間　10時、11時、12時、13時、
14時、15時、16時の１日７便
乗船時間　約40分
※当日、会場での受け付けになりま
す。出航時間の15分前までに乗船手
続きをしてください。
※当日の天候や河川状況により、運
休になる場合がありますので、ご了
承ください。
乗船料金　　１人　１，０００円
（小学生以下は無料）
問合せ　産業政策係
�７０－４０４０

春の揚舟
谷田川めぐり

の
日
の
県
内
の
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心

に
身
近
な
情
報
を
き
め
細
か
く
伝

え
る
新
番
組
が
登
場
し
ま
す
。

も
っ
と
知
り
た
い
県
内
の
情
報
を

丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

放
送
開
始
日　

４
月
２
日　
(月)

番
組
名　

ほ
っ
と
ぐ
ん
ま
６
４
０

総
合
テ
レ
ビ　

月
〜
金
曜
日

午
後
６
時　

分
〜
６
時　

分

40

59

※
ア
ン
テ
ナ
の
向
き
な
ど
受
信
環

境
に
よ
り
、
こ
の
番
組
が
ご
覧
に

な
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局

�
０
２
７－

２
５
１－

１
７
１
１

　

国
土
交
通
省
は
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　

日
常
生
活
の
範
囲

内
で
知
り
得
た
河
川
の
情
報
を

河
川
管
理
者
に
連
絡

対
象
河
川　

渡
良
瀬
川
周
辺
（
遊

水
池
を
含
む
）

期
間　

７
月
１
日
〜
平
成　

年
26

６
月　

日
（
２
年
間
）

30

応
募
資
格　

利
根
川
及
び
渡
良

瀬
川
付
近
に
住
む　

歳
以
上
の

20

か
た

謝
礼　

実
費
程
度

応
募
締
切　

５
月　

日　
11

(金)

問
合
せ　

利
根
川
上
流
河
川
事

務
所
渡
良
瀬
遊
水
池
出
張
所

�
０
２
８
０－

　

－

２
４
２
０

62

募
集
し
ま
す

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま

わ
り
キ
ッ
ズ
」会
員
募
集

第
Ⅰ
期
英
会
話
教
室

受
講
生
募
集

始
ま
り
ま
す

群
馬
県
域
テ
レ
ビ
放
送

電話当 番 店曜日日月

82- 0537㈲根岸工業日１

４

82- 1025㈲鈴木設備土７

82- 0027㈲岩崎設備日８

82- 0001㈲しんえい設備土14

82- 0095山岸管工設備日15

82- 0261㈲小倉設備土21

77- 0057宇治川管工日22

82- 1856高田管工設備土28

77- 0358㈲長谷川設備祝29

82- 2982土橋設備振休30

82- 2152㈲佐山設備祝３

５

82- 0537㈲根岸工業祝４

82- 1025㈲鈴木設備祝５

82- 0027㈲岩崎設備日６

82- 0001㈲しんえい設備土12

○水道料金納入地区　1～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　４月26日（木）

            ご当地
「サンダーどーもくん」
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平
成　

年
度
公
共
工
事
発
注
計

24

画
を
公
表
し
ま
す
。

　

閲
覧
方
式
と
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
か
た
は
財
政
係
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間　

４
月
２
日　

〜
平
成　

年

(月)

25

３
月　

日　
29

(金)

※
土
日
、
祝
日
は
除
く

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容　

予
定
価
格
２
５
０
万
円
以

上
の
建
設
工
事

※
申
請
簿
に
氏
名
、
申
請
理
由
な

ど
の
記
入
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

財
政
係 

�
内
線
１
３
３

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
４
月
よ

り
整
形
外
科
の
常
勤
医
師
が
不
在

と
な
る
た
め
診
療
体
制
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

外
来
体
制　

火
〜
金
曜
日
の
診
療

と
な
り
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜　

時

30

11

入
院
体
制　

入
院
に
よ
る
加
療
は

行
い
ま
せ
ん
。

　

地
域
住
民
の
皆
様
に
安
心
し
て

診
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
今
後
も
医
師
確
保
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご

不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

�
　

－

３
１
４
０
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商
品
の
取
り
引
き
や
証
明
に
使

用
す
る
計
量
器
は
、
計
量
法
の
規

程
に
よ
り
、
す
べ
て
定
期
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
時　

５
月　

日　
　

10

(木)

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

場
所　

Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
板
倉
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

検
査
対
象
例

○
農
業
で
、
農
作
物
の
売
買
、
出

荷
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の

○
病
院
、
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
、

幼
稚
園
、
保
育
所
、
産
婦
人
科
医

院
な
ど
で
健
康
診
断
に
使
用
す
る

も
の

○
ス
ー
パ
ー
・
商
店
で
量
目
を
表

記
し
た
商
品
の
売
買
に
使
用
す
る

も
の

※
ほ
か
に
も
検
査
対
象
と
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

群
馬
県
計
量
検
定
所

�
０
２
７－

２
６
３－

２
４
３
６

　

平
成　

年
度
の
入
居
募
集
は
、

24

４
月
・
７
月
・　

月
・
１
月
の
４

10

回
実
施
し
ま
す
。

募
集
住
宅　

募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

入
居
資
格　

現
在
住
宅
に
困
窮
し

て
お
り
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定

の
か
た
、
ま
た
は
単
身
の
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
か
た

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
１
日　

〜　

日　

(日)

15

(日)

入
居
可
能
日　

７
月
１
日　
(日)

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
を

郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
、
県
土
木
事
務

所
、
市
役
所
、
役
場
建
設
係

そ
の
他　

入
居
者
は
、
公
開
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。
一
部
の
住
宅
に

つ
い
て
は
随
時
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
募
集
案

内
ま
た
は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
住
宅
供
給
公
社

�
０
２
７－

２
２
３－

５
８
１
１

�
０
２
７－

２
２
３－

９
８
０
８

 

http://www.gunma-jkk.

or.jp

公
共
工
事
発
注
計
画

公
表
し
ま
す

測定値(マイクロsv/ h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0. 0840. 0710. 0870. 0690. 0870. 076校庭板倉中学校

0. 0870. 0750. 0930. 0840. 1100. 081校庭東小学校

0. 0830. 0750. 0830. 0780. 0890. 081校庭南小学校

0. 0840. 0740. 0870. 0800. 0970. 070校庭北小学校

0. 0720. 0670. 0730. 0700. 0790. 067校庭西小学校

0. 0980. 0790. 1060. 0920. 1190. 095中央渡良瀬運動場

0. 1290. 0990. 1350. 1030. 1350. 115中央渡良瀬サッカーグラウンド

0. 0690. 0660. 0780. 0640. 1330. 068園庭北保育園

0. 0660. 0590. 0680. 0610. 0830. 060園庭板倉保育園

0. 0760. 0690. 0830. 0690. 0830. 071館庭児童館

0. 0790. 0720. 0770. 0680. 0940. 068園庭そらいろ保育園

0. 0730. 0690. 0820. 0710. 0910. 073園庭ひまわり幼稚園

0. 0770. 0680. 0740. 0650. 0800. 071園庭まきば幼稚園

※２月20日～３月22日の期間での最低値及び最高値を表示しています。
※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保
育園、運動場など、各施設の放射線量を
週に一度計測しています。
測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝
と１ｍをそれぞれ測定
測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続
して12回読み取り、最大値・最小値を除
く10回の平均値
測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ
ニター　ＰＡ-1000Ｒadi
問合せ
小中学校に関して
○学校教育係　�内線６１３
運動場・グラウンドに関して
○海洋センター　�８２－０８５８
保育園・児童館に関して
○福祉係　�内線３１１
その他全体に関して
○資源化センター　�８２－５３７１
町ホームページ
 ht t p: / / www. t own. i t akur a. gunma. j p

測　定　概　要

県
営
住
宅

入
居
者
募
集

館
林
厚
生
病
院
整
形
外
科

診
療
体
制
変
更

忘
れ
ず
に

計
量
器
の
定
期
検
査

(17) 広報いたくら　Ｈ24．４．１

く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
館
林
土

木
事
務
所
や
役
場
建
設
係
で
配
布
）

申
請
先
・
問
合
せ

館
林
土
木
事
務
所
施
設
管
理
係

�
　

－

４
３
５
５

72

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
健
康
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
、

申
し
込
み
不
要
で
す
。

日
時　

４
月　

日　
　

午
後
４
時

26

(木)

場
所　

館
林
厚
生
病
院
多
目
的

ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に

つ
い
て
〜
花
粉
に
あ
わ
て
な
い
〜
」

講
師　
 
室  
井  
昌  
彦 　

氏
（
館
林
厚

む
ろ 
い 
ま
さ 
ひ
こ

生
病
院　

耳
鼻 
咽  
喉 
科
部
長
）

い
ん 
こ
う

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

�
　

－

３
１
４
０

72

け
る
除
草
、
水
路
清
掃
、
花
緑
の

植
栽
な
ど

○
里
山
・
平
地
林
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

里
山
平
地
林
に
お
け
る
下
草
刈

り
、
植
栽
、
県
産
材
な
ど
に
よ
る

簡
易
な
柵
、
看
板
の
設
置
な
ど

※
ご
み
拾
い
は
支
援
の
対
象
外

※
同
一
団
体
で
複
数
の
活
動
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

支
援
す
る
団
体

　

構
成
員
が　

人
以
上
の
自
治
会

10

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
、

平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年
２
月

24

25

末
ま
で
の
間
に
３
回
以
上
、
館
林

市
及
び
邑
楽
郡
内
で
自
主
的
な
活

動
を
行
う
団
体

助
成
金
額　

２
０，
０
０
０
円

申
請
期
間　

４
月
４
日　

〜
５
月

(水)

　

日　
31

(木)

申
請
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
記

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

支
援
す
る
活
動

○
花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

道
路
や
河
川
に
お
け
る
除
草
、

花
緑
の
植
栽
、
側
溝
の
清
掃
、
公

共
施
設
に
お
け
る
花
緑
の
植
栽

※
ご
み
拾
い
は
支
援
の
対
象
外

○
耕
作
放
棄
地
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

耕
作
放
棄
地
に
お
け
る
花
の
景

観
づ
く
り
、
農
業
用
排
水
路
に
お

定　例　相　談

年累計    80件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（２月16日～３月15日）
２件(   ５件)�侵入窃盗
３件(   ５件)�車上ねらい
２件(   ３件)�自動販売機ねらい
４件(   ７件)�乗物盗難
４件(   12件)�その他の事件
３件(   ８件)�人身事故
14件(   40件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

●人権相談　午前10時～正午
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１
●行政相談　午前10時～正午
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１
●法律相談　午後１時～３時　
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１
●農地相談　午後１時30分～４時
　問合せ　農業委員会　�内線４１５
●教育相談　午後２時～４時
　問合せ　教育研究所（中央公民館内）
　　　　　　　　　　　�８２－０８３４
●福祉センター相談情報
　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午
　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）
　　午前９時～午後５時
　問合せ　福祉センター
●保健センター相談・教室情報
　◆ことばとからだの発達相談(理学療法士)
　　午後１時～５時　※要予約
　◆健康相談　午前10時～11時30分
　問合せ　保健センター
●館林保健福祉事務所相談情報
　◆子育てこころの相談
　　午前９時～正午　※要予約
　◆精神保健福祉相談
　　午後１時30分～３時　※要予約
    ◆ふれあい相談会
　　午後１時15分～３時30分　※要予約
　問合せ　館林保健福祉事務所
　　　　　　　保健係　�７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）
　午前８時30分～午後５時
　問合せ　中央公民館　�８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　�８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　�８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　�７７ー１８５５

　

口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、

納
期
限
の
日
に
自
動
的
に
納
付

さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
も
な

く
、
安
心
便
利
で
す
。

問
合
せ　

収
税
係

�
内
線
２
２
１
・
２
２
２

納
税
は

口
座
振
替
が

便
利
で
す
！

花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

活
動
団
体
募
集

花
粉
に
あ
わ
て
な
い

健
康
講
座
開
催

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

井上整形外科医院
８２－１１３１

蜂谷病院
６３－０８８８

長谷川クリニック
８０－３３１１

橋田内科クリニック
７２－０００１

４月１日
（日）

－
ふじの木整形内科クリニック
９１－４０７０

福田ペインクリニック
８４－１２３３

小西医院
８６－２２６１

館林記念病院
７２－３１５５

４月８日
（日）

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

慶友整形外科病院
７２－６０００

富士クリニック
２０－１９７１

竹越医院
８４－３１３７

吉田内科クリニック
７０－７１１７

４月15日
（日）

－
海宝病院

７４－０８１１
真下胃腸科内科医院
６２－２０２５

小林内科医院
８８－８２７８

松井内科医院
７５－９８８０

４月22日
（日）

－
岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

寺内医院
８８－１５１１

菅沼医院
７２－９０９０

ハートクリニック
７１－８８１０

４月29日
（祝）

－
川島脳神経外科医院
７５－５５１１

三浦医院
６２－２９１７

真中医院
７２－１６３０

落合医院
７２－３１６０

４月30日
（振休）

－
澤田皮膚外科
７０－７７０３

蜂谷病院
６３－０８８８

竹越医院
８４－３１３７

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

後藤内科医院
７２－０１３４

５月３日
（祝）

－
慶友整形外科病院
７２－６０００

寺内医院
８８－１５１１

田沼内科医院
８８－７５２２

安楽岡医院
７２－０５７２

５月４日
（祝）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。



( 18)

今月の表紙

受入日生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日 布団・家具類などの受入日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。

◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで 布団・家具類などの受入日

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
７６５４   窓口延長３２１
◆チャレンジ広場(児)

◆ポリオ(保)
◆春の全国交通安全
　運動(～15日まで)

●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)

●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)

◆県民交通安全日

14131211   窓口延長10９８
◆渡良瀬遊水地
            クリーン作戦
  (渡良瀬町民運動場)
　                 ※8: 30～

●健康相談(保)◆おたのしみ広場(児)●ふれあい相談会（館保）
●健康相談(福)
●行政相談（南公）
●法律相談（中公）
●人権相談（南公）
●心配ごと相談（福）
◆交通事故死ゼロを目指す日

◆小中学校入学式
◆小中学校始業式

◆第３回板倉町春季
　野球大会(１日目)
　(渡良瀬グラウンド)
◆さくらウオーク

21201918   窓口延長171615
◆チャレンジ広場(児)

●教育相談（中公）
◆１歳６か月児健診

(保)

●ことばとからだの
　　　発達相談(保）

●子育てこころの相談
　　　　　　　（館保）
●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）
◆ポリオ(保)
◆音楽療法教室(南公)

◆県民防犯の日
◆おはなし会(児)

◆第３回板倉町春季
　野球大会(２日目)
　(渡良瀬グラウンド)
◆第30回春季家庭婦人
　バレーボール大会
　(海洋センター )
◆自転車マナーアップ
　デー

28272625   窓口延長242322

●健康相談(保)
◆水道料金口座振替日
　(１～14区の一部、
　　　　　30～36区)
◆おたのしみ広場(児)

●こころの健康相談
(保)

●教育相談（中公）
◆高齢者交通安全日

●心配ごと相談（福）◆おはなし会(児)

◆第３回板倉町春季
　野球大会(３日目)
　(渡良瀬グラウンド)

５　こどもの日４　みどりの日３　憲法記念日２      窓口延長５／１30   振替休日29   昭和の日

●教育相談（中公）◆県民交通安全日

 ◆第７回板倉町春季
　少年野球大会(１日目)
　(渡良瀬グラウンド)
◆第１回板倉町春季
　ソフトボール大会
　(大蔵公園グラウンド)
◆苗木の無償配布
　(季楽里)　※10: 00～
◆季楽里特売日　

【定休日及び休館日のお知らせ】
 ○各公民館：月曜日及び祝日(５月３日～５日まで休館)
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日
 ○海洋センター：月曜日及び祝日（５月３日～５日まで休館）
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日（５月３日～５日まで休館）
 ○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日（５月３日～６日まで休館）
 ○児童館：日曜日及び祝日（５月３日～６日まで休館）
                         ※詳しくは各施設までお問い合わせください。

７６

●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)

人　口　　 １５，８６９人（－６）
　　男　　　 ７，８９１人（－５）
　　女　　 　７，９７８人（－１）
世帯数　　 　５，３１５戸（＋２）
              （　）内は前月比
　　　　  平成24年３月１日現在

人　口　　 １５，８６９人（－６）
　　男　　　 ７，８９１人（－５）
　　女　　 　７，９７８人（－１）
世帯数　　 　５，３１５戸（＋２）
              （　）内は前月比
　　　　  平成24年３月１日現在

受入日受入日

受入日受入日

　海老瀬 権  現 沼に隣接する 離  山 。山の南縁には
ごん げん はなれ やま

町指定史跡の離山貝塚があり、中央には戦没者
と軍馬の霊を祭った忠霊塔が建立しています。
近年、板倉町東部地域活性化協議会の手で整備
が進められ、まもなく桜が満開を迎えます。


	1.pdf
	2-3.pdf
	4-5.pdf
	6-7.pdf
	8-9.pdf
	10-11.pdf
	12-13.pdf
	14-15.pdf
	16-17.pdf
	18.pdf

